
この事業では、施設の整備段階から、市民のみなさんと行政が新しい施設の活用方法や地域の価値・課題などについてとも
に考えていく場として、小千谷リビングラボ「at！おぢや」を立ち上げ、継続的な活動を通じてオープン後の施設活用と中心
市街地の活性化につなげていくことを目指しています。

第12回では、施設のプログラムのシミュレーションとして、≪地域アーカイブの実践≫に取り組みました。古い写真を持ち
寄り、その思い出を共有することで生まれる学び合いと、その楽しさを展示やSNS等を用いて他の人への発信を行いました。

まちと公共施設の未来をともに創造する

小千谷リビングラボ

第12回 「at！おぢや」
開催報告

概 要

実施日時 ： 令和 5 年 2 月 12 日（日）13 時 30 分～16 時 30 分

実施会場 ： 総合産業会館サンプラザ 3階大ホール

参加者 ： 40名
・一般参加者（21名）
・小千谷市役所職員
・㈱平田晃久建築設計事務所 ※設計事業者
・アカデミック・リソース・ガイド㈱（arg） ※施設運営準備支援業務受託者

配付資料 ： ・第12回小千谷リビングラボ「at！おぢや」「まちと公共施設の未来をともに創造する」
・実施設計資料

施設づくり、まちづくりに

参加しませんか

未来の体験を想像しよう！



1. 事業についての説明：小千谷市 （13:30～13:40）

図書館等複合施設整備事業の概要について、

小千谷市立図書館の司書の視点からの新しい施設に向けた取り組みを

今年度の自身の振り返りとともに共有しました。



2. リビングラボについて・オリエンテーション：arg・小千谷市 （13:40～13:55）

施設運営準備支援業務受託者のアカデミック・リソース・ガイド㈱（arg）から、

小千谷リビングラボ「at！おぢや」のこれまでの振り返りや、現在の検討状況、

今回の開催の位置づけについて説明しました。



小千谷市職員 学芸員によるグループ対話の説明後、

グループに分かれて、参加者で持ち寄った「自分にとっての古い写真」を通して

「資料収集」、「資料整理・情報取集」、「公開するものを選択」、

「情報整理・追加調査」、「キャプション作成」というステップを踏みながら

地域アーカイブを体験しました。

3. グループ対話「持ち寄った古い写真で思い出を語り合い、展示しよう！」 （13:55～15:35）

4. 共有・写真の活用についての呼びかけ （15:45-16:05）



出来上がった古い写真の地域アーカイブ展示（1）

グループ対話結果

グループ対話で完成した「展示作成シート」をもとに、

小千谷リビングラボ「at！おぢや」のInstagramにて、

実際にその展示内容が発信されています。



出来上がった古い写真の地域アーカイブ展示（2）

グループ対話結果



出来上がった古い写真の地域アーカイブ展示（3）

グループ対話結果

「展示作成シート」をもとに
まとめた地図も図書館に展示しています。



5.新潟工科大学連携プロジェクト・ホンダナ～活動報告（16:05～16:20）

「わたしの本をつくるプロジェクト」によって集まった、

施設に対する想いを描いた子どもたちの絵が建設現場の仮囲いに展示されました。その紹介と、

同プロジェクトと連携して動きを進めている新潟工科大学連携プロジェクトの進捗と呼びかけ、

また、市民と一緒に書棚をつくる部活動「ホンダナ～」の活動報告を行いました。



本開催のまとめとともに、

地域アーカイブのアシスタントとして参加いただいた市民から

自身の参画している活動についての告知を行いました。

6．まとめ・市民からの告知（16:20-16:30）
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